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2022年（春）中古文学会開催に伴う特別販売 
お申込み期限:2022年7月31日 

中古文学会開催にあたり、小社出版物を【学会会場販売価格】20％引にてお届け致します。お
申し込みは、FAX 注文書・メールにて直接小社までお願い致します。 

下記以外の書籍も 20％引にてお届け致します。小社ＨＰにてご確認の上お申し込み下さい。
（取扱書籍は 10％引） 
◆私費、公費（研究費・科研費）、図書館予算でのご注文も承ります。 
◆お届けは受注後 2～5 日以内、時間指定も可能です。（宅急便利用） 
◆購入総額 1 万円以上は送料・振込手数料は無料。未満は送料 370～700 円と振込手数料が必要です。 

                                                                           

※《2021～22 年刊行書籍》            
※古代日本語と万葉集の表象                                       和田明美著 
※正倉院文書の一研究――奈良時代の公文と書状――                              黒田洋子著 
※在外日本学関係資料の調査研究                           辻 英子編著 
※東アジアの王権と秩序――思想・宗教・儀礼を中心として           伊東貴之編 
※日中比較文学の小径―今昔逍遥―             堀 誠著 

訳注荆楚歳時記                     中村裕一著 
※荆楚歳時記新考                                        中村裕一著 

日中怪異譚研究                                               増子和男著 
律令国家と言語文化                                      土佐秀里著 
聖武天皇宸翰『雑集』「周趙王集」研究                     安藤信廣著 
聖武天皇宸翰『雑集』「釈霊実集」研究                       東京女子大学古代史研究会編 

※鎌倉時代語研究（下）〔小林芳規著作集 第二巻〕 
※鎌倉時代語研究（上）〔小林芳規著作集 第一巻〕 
※本草和名―影印・翻刻と研究―                                       丸山裕美子・武倩編著  
※節用集史の諸問題                                   佐藤貴裕著 

高山寺経蔵の形成と伝承                                  高山寺典籍文書綜合調査団編 
                                                                          

お問い合わせ先 E-mail:kyuko@fancy.ocn.ne.jp  http//www.kyuko.asia/  

汲古書院 101-0065 東京都千代田区西神田 2-4-3 高岡ビル 4F TEL03-3265-9764 FAX03-3222-1845 
                                                                          



著（編）者 特別価格 注文部数

　和田明美 8,800

　黒田洋子 9,680

　辻　英子 26,400

　伊東貴之 17,600

　堀　　誠 3,344

　中村裕一 10,560 　

　中村裕一 8,800 　

　増子和男 8,360

　土佐秀里 18,480 　

　安藤信廣 6,600

　東京女子大学古代史研究会 15,840

　名和敏光 7,040

　齋藤　茂ほか 7,040

　齋藤　茂ほか 7,040

　齋藤　茂ほか 7,040

　齋藤　茂ほか 7,040

　小林芳規 14,080

　小林芳規 10,560

　丸山裕美子・武　倩 11,440

　佐藤貴裕 8,360

　高山寺典籍文書綜合調査団 22,000

　築島　裕・月本雅幸 20,240

　 　

　 　

※正倉院文書の一研究――奈良時代の公文と書状――

中古文学会（春）特別販売注文書／汲古書院

　汲古書院営業部　FAX：03-3222-1845　　E­mail：kyuko@fancy.ocn.ne.jp
　書　　　名　　※：2021～22年刊行書籍

※古代日本語と万葉集の表象

※鎌倉時代語研究（上）〔小林芳規著作集1〕

※鎌倉時代語研究（下）〔小林芳規著作集2〕

※在外日本学関係資料の調査研究

　『夷堅志』訳注5「丙志」上　

　『夷堅志』訳注4「乙志」下　

　『夷堅志』訳注3「乙志」上　

　『夷堅志』訳注2「甲志」下　

※本草和名―影印・翻刻と研究

※節用集史の諸問題

※高山寺経蔵の形成と伝承

　伝記・願文・語学等〔大東急記念文庫善本叢刊14〕

　書類の宛名：　　　　　　　　　        　　　 　　　　見積書　通・納品書　通・請求書　通

※東アジアの王権と秩序―思想・宗教・儀礼を中心として―

※日中比較文学の小径―今昔逍遥―

　訳注荆楚歳時記

※荆楚歳時記新考

　日中怪異譚研究

　律令国家と言語文化

　聖武天皇宸翰『雑集』「周趙王集」研究

　聖武天皇宸翰『雑集』「釈霊実集」研究

　東アジア思想・文化の基層構造―術数と『天地瑞祥志』―

　お名前

　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ

　ご住所（お届け先）

　購入区分：私費／公費（書類の宛名・必要通数をご記入下さい。） 　　　　　　　　　日付：要・不要



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

◎古代日本語がシンボライズする表現を読み解き、東西国境を起点とする古代文字文化に光を当てる！ 

愛知大学教授 和田明美 著 

▼A5判上製・412頁・定価11,000円 ISBN978-4-7629-3672-2 C3092  2022年3月刊  

                                                                           

【序より】（抜粋） 

本書は、古代日本語の表象に着目した研究書であり、古代日本語によって表された『万葉集』の歌の 

表象について考究したものである。『万葉集』は、現存する日本最古の歌の集である。『万葉集』所収の 

四五〇〇首余りの歌は、古代日本語の貴重な資料であるとともに、古代日本人の自然観や対象把握・思 

考の論理を探る上に極めて有益である。また、古代律令制のもとで中央と地方を最短で結ぶべく整備さ 

れた道制（七道）や古代日本の東西文化をも反映している。 

『万葉集』の表現への関心は、昨今、日本文化の源流への関心とともに日本国内のみならず国際的に 

も高まっている。しかも日本の文字文化や古典文学の表現は、歌を基軸として発展を遂げ、仮名文字の 

獲得により平安時代には世界に誇る歌物語や歌日記等として結実する。『万葉集』の表現の研究は、「歌」 

を基調とする日本語表現の源流と歴史的展開を解明する上でも重要である。そのためには、まず『万葉集』 

の歌を、古代的思考や制度に基づく「やまと歌」として精確に読み、一首の表現に託された思惟や感情 

を読み解くことが求められる。とりわけ、心物融合的な思考に基づく表現がシンボライズする真意を解 

明するためには、古代日本語の構文・意味とともに表象の研究が必須とされる。近年の『万葉集』の研 

究は、構造論や形成論・編纂論・成立論にシフトし、諸本・校本研究はもとより受容史や注釈史研究に 

おいて成果が著しい。しかしながら、古代日本語による歌表現・表象としての『万葉集』の研究には未 

だに課題が残されている。また東西国境・越境を起点とする「古代日本の文字文化」研究も、新たな成 

果が期待され、かつ社会的要請にも応えうる未開拓の学問エリアといえる。 

本書は、上記のような観点に立って古代日本の歴史や社会制度を視野に入れつつ、古代日本語の表現 

が内包する古代的思考や認識、言語表現が具象化しシンボライズする表象の把握をめざしたものである。 

すなわち、『万葉集』を主たる対象とした｢古代日本語の表象｣の考究を目的としており、全体は三章か 

らなる。 

【内容目次】 

  序 

第一章 古代日本語による東西国境の表象 

古代日本の道と国境・越境の文字文化／古代東海道と東西越境地域の「渡り」／古代日本語｢しか 

すが｣歌枕「しかすがの渡り」／｢坂｣(峠)への祈りと万葉歌――「神の御坂」を詠む防人の歌（巻二〇・ 

四四〇二）――／持統天皇伊勢国行幸と万葉歌／持統太上天皇参河国行幸と万葉歌／人麻呂歌の「あ 

まとか見らむ旅行くわれを」の意味 

第二章 古代的象徴表現と万葉集の表象 

古代的自然把握と象徴表現／序詞の機能と構造／枕詞の機能と構造／序詞の象徴機能と枕詞／東歌 

の序詞表現／東歌の地名と地名表象 

第三章 古代日本語表現と万葉歌 

「逢ふ夜」「逢はむ夜」「逢ふべき夜」助動詞連体形の意味と機能／古代日本語「忘れて思へや」の 

構文と意味／古代日本語「ずは（ば）」について／｢人妻ゆゑ（に）｣の構文と意味 

初出一覧／あとがき／索引 

                                                                          



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

◎正倉院文書の構造的特質の解明から奈良時代の諸相を明らかにすると共に東アジア交流史の実情を探る！ 

 
奈良女子大学協力研究員 黒田洋子 著 

▼A5判上製・472頁・定価12,100円 ISBN978-4-7629-4241-9 C3021 2022年2月刊  
                                                                           

【本書より】（抜粋） 

 本書は、奈良時代の律令文書行政において、官人が伝達手段として用いた、公文と書状という二つの 

枠組みから正倉院文書の構造的特質を明らかにした。両者は、異なる淵源に端を発するものであったが、 

両者が相俟って文書行政を支えたのである。第一部においては、帳簿や公文の整理から社会の諸様相を 

明らかにし、第二部においては、書状の整理に基づいて公文と書状の相違の根源を明らかにすることを 

めざした。また書状の要素の一つでもある書体について考察した。第一部における公文の徹底分析が、 

第二部における書状の特殊性を発見し分析する契機となった。 

【主要目次】 

序 章 

第一部 公文を対象とした研究 
第一章 天平宝宇年間の表裏関係から見た伝来の契機 

第一節 「造金堂所解」をめぐる再検討      第二節 天平宝宇三年の造東大寺司文書 

第三節 表裏関係から見た造石山寺所関係文書の伝来事情 

第二章 八世紀における銭貨機能論 

第一節 銭貨の役割について            第二節 銭貨の効用について 

第三章 「布施勘定帳」の基礎的分析 

第四章 言葉を綴った人々――丸部足人の場合―― 

第一節 丸部足人の足跡                第二節 丸部足人の肩書き――「雑使」―― 

第三節 丸部足人が残した三通の文書について                  第四節 「使」について 

第五節 丸部足人と同類の雑使について                                 第六節 「使」と文字 

附 論 仕丁私部広国――奉写大般若所注進文に描かれた姿―― 

第二部 書状を対象とした研究 
第一章 「啓」・書状の由来と性格 

はじめに――研究史の整理と書状研究の背景――     第一節 正倉院文書に見える「啓」・書状 

第二節 要素その 1 「啓」の書式をめぐる規定             第三節 『文心雕龍』の中の表と啓 

第四節 要素その 2 用語・表現について              第五節 要素その 3 書体について 

第二章 『国家珍宝帳』に見える「王羲之書法廿卷」の性格 

第一節 王羲之真蹟の集積過程                第二節 王羲之真蹟が内庫から出された状況について 

第三節 『献物帳』に見える王羲之「書法廿卷」について 

第四節 王羲之「書法廿卷」とともに見える「献物」について 

第三章 正倉院文書の「啓」・書状に見られる書の性格 

第一節 奈良時代の書    第二節 公文の書    第三節 「啓」・書状の書に見える草書体 

第四節 楷書体と行書体――『集字聖教序』との関連性―― 

第四章 正倉院文書の中の「王羲之習書」について 

第一節 『万葉集』に見える王羲之の受容      第二節 「王羲之習書」のすがた 

第三節 王羲之受容の諸段階              第四節 書法の転換 

終 章 

あとがき 索 引 

                                                                          



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

 

 

◎世界 7 カ国 14 名の執筆者参加による国際共同研究の成果並びに未公開資料の影印・紹介！ 

【研究編】・【影印編】 （全 2 冊） 

元聖徳大学教授 辻 英子 編著 

▼A5 判上製・総 1066 頁・定価 33,000 円 ISBN978-4-7629-3654-8 C3091 2021 年 2 月刊  

                                                                          

【研究編「はじめに」より】（抜粋） 

私は一九八〇年半ば以来、アメリカをはじめ在外日本の絵巻・絵物語の収集と研究を継続してきた。 

同時に日本から海外へ日本文化・文学の発信をするだけでなく、海外の人たちが日本文化・文学に深い 

関心を寄せ、熱心に考究し紹介している現実を目のあたりにし、海外で日本学（日本文学・文化）への 

理解・研究がどのようになされているのかを知りたいと強く考えるようになった。日本文学研究を責務 

とする私自身にとって、相互理解のためにはこの二つの立場が必須の条件であろうと思うのである。 

本来説話や歴史物語研究に携わる私にとって、絵でそれをわかりやすく説いているのが絵巻であり、 

ときには絵だけの物語もある。多くは詞書（ことば）と絵を順次に配列するがその場合絵は、語られて 

いる話の補助性ももっている。『源氏物語』の絵合の巻に竹取翁の物語を叙して、「絵は巨勢の相覧、手 

は紀の貫之（八六八？－九四六）書けり」と記されて以降、詞書と絵画を交互に描いた絵巻は、日本で 

栄えた物語様式である。 

本書には、国際共同研究として一四名・二五点の論考を掲載することができた。ことにスペイン・ロ 

シアの日本学（日本文学・文化）の研究事情の報告は日本文学の分野では、はじめてのことと思われる。 

拙著『在外日本絵巻の至宝』（平成二九年度（二〇一七）JSPS 科研費 17HP5029 の助成による）に続 

く論考である。 

この『在外日本学関係資料の調査研究』は、【研究編】と【影印編】とからなり、前者には論考および 

翻刻と解題等の論考七編二五論考を、後者には四作品を収める。（中略） 

  本書はこの三年間のささやかな共同研究の成果である。外国語からの日本語訳に当たってはネット通 

信により原著者と翻訳者との直接の交換をとおして、論考の意図や訳語の選択を確認する機会を重ねた。 

世界の読者にいささかでも日本のこころを伝えることができたら幸いである。 

 
【研究編・内容目次】 

カラー口絵／はじめに／凡 例 

Ⅰ イギリス               

   大英図書館所蔵のアーネスト・サトウコレクション 

――その歴史と意義――  ……………………………………………… ヘイミッシュ・トッド 
（大英図書館東アジア部長） 

Ⅱ オーストリア   

１「一八七三年、日本がヨーロッパに来た」展を内側から ……………… ベッティーナ・ツォルン 
（ウィーン世界博物館東アジアコレクション部長） 

   ２アイヌ語の語彙における信仰と祭祀 ……………………………… アレクサンダー・スラヴィーク 

Ⅲ ドイツ 

江戸時代の流行文化の光景 

――ブレーメン海外博物館所蔵の「合巻」コレクション―― ……………… レナーテ・ノダ 
（ブレーメン海外博物館人類学部長） 

                                                                          



                                                                          
 

 

 

 

 

Ⅳ スペイン          

   マドリード・コンプルテンセ大学美術学部図書館所蔵の日本書籍と版画 

        …………………………………………………………… ピラール・カバーニャス・モレノ 
（マドリード・コンプルテンセ大学教授） 

Ⅴ チェコ 

   プラハに渡った円山応挙「七難七福図巻」の初期の模写について 

…………………………………………………………………………… ヘレナ・ホンコポーヴァ 
（プラハ国立美術館名誉部長） 

                                           辻  英 子 

Ⅵ ロシア  

１クンストカメラの最初の日本画 ……………………………… アレクサンドル・Y・シニーツィン 
（ロシア科学アカデミー・ピヨートル大帝記念人類学民族学博物館上級研究員） 

２ロシア科学アカデミー・人類学民族学博物館（クンストカメラ） 

ワーツラフ・セロシェーフスキ・コレクションより 

『女護島絵巻』について …………………………………… アレクサンドル・Y・シニーツィン 

３ロシアにおける日本説話の翻訳と研究の概要 ………………………………… ディアナ・キクナゼ 
（サンクトペテルブルク大学講師） 

４国立エルミタージュ美術館所蔵『放屁合戦図巻』 

――風変わりな絵画 競う霊―― ……………………………………… アンナ・サヴェレヴァ 
（国立エルミタージュ美術館学芸員） 

５完璧にして力強く すばらしい芸術 

――一九五七年 ソビエト国民のための日本美術と工芸―― ………… アンナ・エゴロヴァ 
（国立東洋美術館モスクワ研究員） 

６コンスタンチン・シモノフと日本の陶器――わび さび――  

…………………………………………………………… エカテリーナ・シモノヴァ・グシェンコ 
（モスクワ大学付属アジア・アフリカ諸国大学文化学部長） 

Ⅶ 日本 

１新出の狩野養信筆「翁三番叟千歳図」について 

――御用絵師の業務としての制作―― …………………………………………………… 松原 茂 
（根津美術館学芸部長・理事） 

２浅井了意筆『咸陽宮』絵巻について ………………………………………………………… 石川 透 
（慶應義塾大学教授） 

３大英図書館所蔵『つきしま 下』本文と解説 ……………………………………………… 辻 英子 

４新出朝倉重賢筆『ちやうりやう』絵巻の本文と解説 

５聖徳大学所蔵『鉢木』絵巻の本文と解説 

６聖徳大学所蔵『うしわかまろ』絵巻の本文と解説 

７菩提樹の木陰で――海外の日本学・日本文学研究を尋ねて―― 

８『日本霊異記』上巻第十二と敦煌変文『捜神記』と 

９『七夕』絵巻（現代語訳改訂版） 

〔付論〕（欧文） 

１ロシア語訳『七夕』絵巻 ………………………………………………………… ディアナ・キクナゼ 

２ロシア語訳 石川透「浅井了意筆『長恨歌』断簡の出現」 …………… カリーネ・マランジャン 
（ロシア科学アカデミー東洋文献研究所上級研究員） 

Ⅰ～Ⅵ 原論文（欧文） 
初出・未公刊一覧／あとがき／連携研究者・翻訳協力者紹介 

                 
【影印編・内容目次】（横本・オールカラー） 

  はじめに 

 チェコ Ⅰアルチンボルド美術館（個人蔵）長谷川雪旦模写「円山応挙筆の七難七福図巻」  

ロシア Ⅰ国立エルミタージュ美術館所蔵『放屁合戦図巻』  

日本  Ⅰ聖徳大学所蔵『ちやうりやう』絵巻   Ⅱ聖徳大学所蔵『鉢木』絵巻   

初出・未公開一覧                     （令和 2年度日本学術振興会助成図書） 
 

 

 

 

                                                                          



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

◎東アジア文化圏の持つ思想・宗教的側面への比較思想的アプローチを試みた 55 本！ 

国際日本文化研究センター教授・総合研究大学院大学 伊東貴之 編 

▼A5判上製・948頁・定価22,000円 ISBN978-4-7629-6696-5 C3010 2021年10月刊 
                                                                           

【序言より】（抜粋） 

 本書は、編者の主宰により、勤務先の国際日本文化研究センター（略称・日文研）において、二〇一 

六（平成二十八）年四月から、最終的には、二〇二〇（令和二）年三月に掛けて、四年間に亙って開催 

された、共同研究会「比較のなかの東アジアの王権論と秩序構想――王朝・帝国・国家、または、思想 

・宗教・儀礼――」（通称・伊東班）の成果報告を兼ねた論文集である。 

【内容目次】 

序 言――日文研の共同研究会と本論集の趣旨 ………………………………………… 伊東 貴之 

特別寄稿 

明朝初期の皇帝権力・文化政策・科挙  ………          ベンジャミン Ａ・エルマン（田尻健太 訳） 

「五倫天下関係論」倫理秩序の原理解析  …………………………          張 啓 雄（瀬尾光平 訳） 

公羊伝・注の虚字解釈 ……………………………………………………………………… 岩本憲司 

中世の巡礼者と民衆社会――可能思想としての外来仏教―― ………………………… 上川通夫 

元禄十六年十二月の七社七寺祈祷・内侍所御神楽と徳川綱吉  

 ――天皇と将軍に「宗教的機能」とその相剋は存在したのか ……………………… 野村 玄 

第Ⅰ部 「中華帝国」の形成と確立ḘḘ古代・中世の中国 

老荘思想と倭国神話 ………………………………………………………………………… 保立道久 

東アジア国家における礼学および礼制の展開とその起源としての荀子礼治思想の特色 佐藤將之 

中国古代における改暦思想 ……………………………………………………………… 長谷部英一 

皇帝専制支配と中央集権――中国古代中世における皇帝・国家をめぐって―― …… 葭森健介 

前漢初期の「胎教」思想――『賈誼新書』胎教篇とその政治的意義―― …………… 工藤卓司 

『春秋繁露』の郊祀論についての一考察 ………………………………………………… 深川真樹 

班固「両都賦」と張衡「二京賦」――後漢知識人の洛陽（雒邑）観 初探―― … 井ノ口哲也 

唐大明宮中枢部の変則的構造とその離宮的性格との関わりについて 

――前殿、周制の三朝制、離宮という観点から―― ………………………………… 豊田裕章 

東晋南朝の権力基盤と江南社会――晋宋交替期を中心として―― …………………… 李 済 滄 

隋朝における一切経書写の意義――「宝台経蔵」をめぐって ………………………… 古勝隆一 

唐初期仏教の思惟形態 ……………………………………………………………………… 橘川智昭 

『史通』の実践性と『文心雕龍』…………………………………………………………… 渡邉義浩 

東アジアの擡頭書式 ………………………………………………………………………… 岸本美緒 

第Ⅱ部 「日本」の成立と展開ḘḘ古代・中世の日本 

日本古代の君主号をめぐって――特に摂関期について ………………………………… 倉本一宏 

鼠と馬をめぐる五行占――『日本書紀』が受けた影響と与えた影響―― …………… 水口拓寿 

                                                                          



                                                                          

日本天台における現実肯定思想と仏身に関わる若干の問題 ………………………… 大久保良峻 

貞観八年の広野河事件について …………………………………………………………… 王 海 燕 

入宋僧関連言説についての覚書 …………………………………………………………… 手島崇裕 

公家新制の僧侶過差禁制 …………………………………………………………………… 遠藤基郎 

皇位をめぐる競馬 …………………………………………………………………………… 近藤成一 

三輪流神道の形成 …………………………………………………………………………… 伊藤 聡 

日本の中世後期における「天下」の概念と王権 

――武家の実効支配と天皇の存在意義との関係―― ………………………………………… 重田みち 

第Ⅲ部 「東アジア」の「近世」ḘḘ中国の場合 

北宋藍田呂氏家族墓園にみる家族秩序 ………………………………………………… 佐々木 愛 

蘇軾の内丹説――その特徴と意義―― …………………………………………………… 横手 裕 

人材を辨ず――真徳秀『大学衍義』の君主論―― ……………………………………… 小島 毅 

全真教と宋代内丹道の融合期における三乗論と頓漸論 

――李道純と牛道淳を中心に―― ………………………………………………………… 松下道信 

『朱子語類』巻一百八「論治道」篇訳注（一） 1 条～16条   ………………………… 恩田裕正 

伯夷・叔斉説話をめぐる弁疑とその君主論の含意――王直「夷斉十弁」を中心に … 新田元規 

〈研究ノート〉「中」に悩む劉東星――李贄との共鳴、呂坤からの非難 ……………… 林 文孝 

明朝前半期における割股――禁令と韓王府への奨諭 …………………………………… 松野敏之 

大清帝国の王権と君主位――マンジュ王権としての一試論 …………………………… 杉山清彦 

身体技法（跪拝）からみる中国における典礼問題の一考察 …………………………… 西澤治彦 

伝統中国の国家・社会論のための一考察――「伝統中国をどう捉えるか？」補遺―― 伊東貴之 

第Ⅳ部 「東アジア」の「近世」ḘḘ日本と朝鮮・韓国 

五人組帳の思想史的考察 …………………………………………………………………… 前田 勉 

皇統論覚書――浅見絅斎『靖献遺言』と朱子学―― ………………………………… 土田健次郎 

荻生徂徠における儒教儀礼の問題 ………………………………………………………… 吾妻重二 

『朱子言論同異攷』成立過程小考  ………………………………………………………  中 純夫 

近世東アジアにおける「祭祀共同体」構想 ……………………………………………… 澤井啓一 

アイヌ口承文芸のなかの王権――王国を作らなかった東アジアの周縁民族・ 

アイヌの場合から”王権”を考える―― ……………………………………………… 児島恭子 

反キリスト教文献集『破邪集』の日本における出版とその影響について …………… 永冨青地 

幕末期イギリスから見た日本の天皇・将軍・大名の位置づけ 

――下関戦争から幕長戦争までを事例として―― …………………………………… 田口由香 

六人部是香における王権と冥界――『顕幽順考論』をめぐって …………………… 末木文美士 

第Ⅴ部 「近代」の胎動とダイナミズム 

近現代東アジアにおける王権の磁場 ……………………………………………………… 茂木敏夫 

国際法における中国の歴史的位置づけ …………………………………………………… 周  圓 

梁啓超の自然法思想の「発見」……………………………………………………………… 李 暁 東 

〈研究ノート〉高橋亨の朝鮮思想史学 …………………………………………………… 権  純哲 

近代国家医療体制の構築をめざして 

――近代中国における中、西洋医学論争をめぐって――    …………………………  李  梁 

現代中国における伝統再帰に関する一思考    ……………………………………………  銭 国 紅 

陶徳民氏の著書について   …………………………………………………………………  山村 奨 

言語、プロトコル――標準化の視点から考察する王権と秩序     ………………………     新井菜穂子 

あとがき（伊東貴之） 

執筆者一覧／英文目次 

                                                                          



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

◎日本と中国の歴史息づく文学空間に分け入り散策する 

早稲田大学教授 堀  誠 著 

▼四六判・266頁・定価4,180円 ISBN978-4-7629-5078-0 C3390 2021年5月刊 汲古選書78 

                                                                            

長年中国文学ならびに日中比較文学を研究してきた著者による日中古今の文学文化の「散策」をテー 

マとする論考 16篇を収める。三十年来、度々訪れてきた馴染み深い地・西安にまつわる「西安聞見抄」 

8 篇を含む。「散策の合間に仄見えたシーンの一齣こそ、見目・味わいの豊かな〝五目（娯目）飯〟よ 

ろしく、目を、耳を、舌を、心を今なお娯しみ和ませてくれる」（「散策の空間－西安聞見抄（1）－」 

より）。著者自ら撮影した現地写真も多数収録。 

【内容目次】 

蜘蛛のいろいろ――日中文芸雑考―― 

日中の俗信と文学――比較文学の一視点―― 

喜鵲の歌――「澤田先生」史談―― 

日中「竹馬」小考 

日中「鶏鳴」故事考 

「蝗」をめぐる日中比較文化的考察――「虫供養」と「駆蝗」など―― 

馮夢龍と中島敦の眼――『太平広記鈔』「李徴」と小説「山月記」の新生術―― 

日本の寒山寺――張継「楓橋夜泊」詩碑に寄せて―― 

散策の空間――西安聞見抄（１）―― 

文字の散策――西安聞見抄（２）―― 

玄奘西往東来――西安聞見抄（３）―― 

「胡馬」札記――西安聞見抄（４）―― 

空海点綴――西安聞見抄（５）―― 

終南藍田散策――西安聞見抄（６）―― 

輞川の記――西安聞見抄（７）―― 

内外偶見随記――西安聞見抄（８）―― 

初出一覧／あとがき／索引（書名・作品名、人名、事項） 
*************************************************************************************************** 

◎若き日に馮夢龍の作品に心打たれた著者が、こよなく愛する蘇州の花街を案内するḘ著者撮影写真多数収録！ 

山塘街の物語  大木 康 著 

 第一章 虎丘／第二章 閶門／第三章 山塘／第四章 蘇州の妓女たちの居住地／第五章 山塘の名 

妓たち／第六章 妓女の技藝／第七章 山塘の船遊び／第八章 三文人の日記から／第九章 蘇州の 

妓女の遊び／第十章 その後の山塘／終 章 『紅楼夢』から／索 引 

▼Ａ5 判上製・304 頁・定価 4,180 円 ISBN978-4-7629-6593-7 C1097 2017 年 7 月刊 

                                                                          



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

◎現行本『荆楚歳時記』は杜公瞻の編著書であった！ーー千数百年の時を経て新事実が明らかに 

中村裕一 著 

▼A5判・520頁・定価13,200円 ISBN978-4-7629-6639-2 C3022 2019年12月刊 

                                                                             

【本書の構成】 

〇『荆楚歳時記』の記事は、陳継儒（1558～1639）の「宝顔堂秘笈広集」本に従う。 

〇『荆楚歳時記』の記事は約五〇条から構成されるがこのうちで一記事を二記事に分割した記事もある。 

〇 最初に『荆楚歳時記』の原文を示し、次に読み下し文を示し、次に注記を掲げる。 

〇 各記事は、読み下し文と語彙の注解からなり、記事の内容や成立する背景を述べる箇所はない。それ 

ゆえに、「附節」の項を加え、記事の背景を理解しやすいように配慮した。既刊の『中国古代の年中 

行事』の当該箇所と併読してもらえれば、各行事の由来や後世の展開がよく理解できると考えた。 

【主要目次】  

正月：元日は三元といい、正月を端月という／鶏鳴いて起きる／庭前に爆竹し、悪鬼（悪霊）を避ける 

   ／門戸に画鶏、桃板、門神（神荼と鬱壘）を飾る／謝道通、羅浮山で朱書の桃板をみる（以下略） 

二月：八日は仏陀降誕の日、八関の斎戒を行い、行城する／仏陀の降誕日の新花／春分に戒火草を植え 

る／春分の春社／寒食（冬至の後、一百五日目）／寒食節の別名／寒食の日、生菜を摘む（以下略） 

三月：三月三日、禊祓と曲水の飲／三月三日、荆楚の曲水の飲／三月三日、龍舌（龍舌のような団子） 

   を作る／三月三日、杜鵑初めて鳴く 

四月：四月、獲穀（郭公）来る／四月八日の浴仏会と龍華会／四月八日、荆州城に八字の仏を迎える／ 

四月八日、荆州長沙寺の九子母（鬼子母）神に詣る／四月八日に造花の芙蓉・菱・藕（蓮根）を 

作る／四月一五日、僧尼の結夏（結制） 

五月：五月は悪月、牀と薦席を曝し、屋を蓋うを忌む／五月五日を浴蘭節という。百草を蹋み、百草を 

闘わすの戱あり／五月五日、艾の人形を門戸に懸ける／五月五日、競渡（舟競べ）。雑薬を採る。 

屈原の故事／五月五日、曹娥の故事／五月五日、薬草を採る／長命縷と条達（釧）（以下略） 

六月：三時雨（六月の雨）／三伏（初伏・中伏・末伏）とは／伏日に湯餅を作る／六月、氷鑑（保冷用 

   の金属器）を使用する  

七月：七日夜、牽牛と織女の聚会／七夕乞巧／張騫が河源を尋ねる話／七月七日に劉婕妤が琉璃筆を折 

る／七月一五日、盂蘭盆会／七月、面脂（顔に塗る化粧品）を為る／七月、書物と衣料の虫干し 

八月：八月一日、小児に天灸を施し、眼明囊を為る／秋分、秋の社日／豆花雨（八月の雨） 

九月：九日、重陽、野宴、茱萸、菊花／九日、菰（まこも）菜の羹と鱸魚（すずき）の膾／九日の催禾 

   雨（九日の雨）／菊水 

一〇月：一〇月一日、黍臛（黍の雑炊）を為る。秦の歳首／一〇月小春（衍文） 

一一月：一一月、鹹葅（漬物）を為る／一一月、蘘荷を塩蔵する／冬至、赤小豆粥を作る／枳椇（けん 

ぽ梨） 

一二月：一二月は臘月、沐浴と臘祭／臘日に竈神を祭る／歳暮に蔵彄（蔵鉤）の戱をする／歳暮の送歳 

行事／歳暮の鎮宅埋石／閏月は行事なし／鴛鴦／鶏寒狗熱 

本書の要約 

衍文について／説明を要する記事／訂正を要する記事／脱字／「一字上げ」と「一字下げ」の記事／ 

二種類の『荆楚歳時記』／「一字上げ」の記事の典拠／「一字上げ」の『玉燭宝典』の記事／『爾 

雅翼』の「荆楚之俗」／打毬と鞦韆の戯を行う時期／「一字下げ」の箇所にある『荆楚記』／現行 

本『荆楚歳時記』の著者は杜公瞻／宗懍撰『荆楚歳時記』／『荆楚歳時記』という書名の所以／杜 

公瞻撰『荆楚歳時記』の時代的意味     追 記／索 引 

                                                                          



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

◎各時代の類書の記事（逸文）を検討し、現行本文の矛盾を解明⃬⃬碩学が蘊蓄を傾けた意欲作！ 

中村裕一 著 

▼A5判上製・372頁・定価11,000円 ISBN978-4-7629-6675-0 C3022 2021年7月刊 

                                                                             

【はじめに より】（抜粋） 

本書は現行本『荆楚歳時記』の著者を宗懍とするのは「疑問あり」とし、五章に分けて、錯綜する『荆楚 

歳時記』の著者の問題を扱うものである。 

 

【主要目次】 

第一章 『荆楚記』と『荆楚歳時記』 

『荆楚記』について／『荆楚歳時記』の成立時期／『藝文類聚』所引の『荆楚記』／『舊唐書』経 

籍志の『荆楚歳時記』について／十世紀以降の『荆楚歳時記』 

第二章 『藝文類聚』所引の『荆楚歳時記』 

『藝文類聚』所引の『荆楚歳時記』の検證／杜公瞻撰『荆楚歳時記』の成立時期／宗懍撰『荆楚歳 

時記』の成立時期 

第三章 『荆荆楚記』の逸文 

『玉燭宝典』所引の『荆楚記』／『初学記』所引の『荆楚記』／『白氏六帖事類集』所引の『荆楚 

記』／『太平御覧』所引の『荆楚記』／『歳華紀麗』所引の『荆楚記』／その他の文献に引用する 

『荆楚記』 

第四章 『荆楚歳時記』の注記と本文の検證 

『荆楚歳時記』の注記（「一字下げ」箇所）に『荆楚記』の記事がある事例／『荆楚歳時記』の本文 

（「一字上げ」箇所）に『荆楚記』以外の記事がある事例／『荆楚歳時記』の本文（「一字上げ」箇所） 

が杜公瞻が造作した記事と想定される事例 

第五章 屠蘇酒と七種粥（七草粥） 

屠蘇酒／七種粥（七草粥）  

【図版目次】 

口絵 1「秦婦吟」（巻子本 巻首部分）……………………………………………敦煌文献・伯三三八一 

口絵 2『玉燭宝典』巻一・正月（「其月十五日、則作膏糜、以祠門戸」の部分） 

…………………… 国立国会図書館蔵・デジタルコレクション 

口絵 3『玉燭宝典』巻十二・十二月（「十二月八日、沐浴」の部分） 

…………………… 国立国会図書館蔵・デジタルコレクション 

1「秦婦吟」（巻子本 巻末部分）………………………………………………… 敦煌文献・伯三三八一 

2『文昌雑録』巻三所引の『玉燭宝典』 ………………………… 乾隆丙子（一七五六）版 雅雨堂本 

3『白氏六帖事類集』巻一「正月十五日第四十・紫姑卜」 ………… 南宋・紹興刊本 新興書局印行 

4『文昌雑録』巻 1所引の『異苑』（「紫姑神」引用部分） …… 乾隆丙子（一七五六）版 雅雨堂本 

5 蒼耳（巻耳：オナモミ）………………………………………『救荒本草』巻四草部「葉及実皆可食」 

6 方相氏 ……………………………………………『中国陵墓雕塑全集』（陝西人民出版社 二〇〇九） 

7 防風………………………………………………………………………『救荒本草』巻一草部「葉可食」 

                                                                          



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

 

◎「妖怪」「化け物」の来源ḘḘ中国怪異譚の日本における受容と変容を明らかにする！ 

茨城大学名誉教授 増子和男 著 

▼A5 判上製・444 頁・定価 10,450 円・ISBN978-4-7629-3649-4 C3090 2020 年 8 月刊 

                                                                         

【内容目次】 

  凡 例／はじめに 

第一部 怪異な「もの」たち 

第一章 「死神」考 

  第一節 「死神」の来源 

   第二節 「死神」の日本的受容と変容（１）―容貌描写の変遷を中心として― 

第三節 「死神」の日本的受容と変容（２）―縊鬼イメージの変遷から死神へ― 

第二章 「のっぺらぼう」考   

第一節 小泉八雲「貉 Mujina」の源泉をめぐって 

第二節 中国の文献との関わりを中心に  

第三節 「のっぺらぼう」の「正体」をめぐって      

 第四節 「のっぺらぼう」イメージの定型化   

   補説 「お女中」の顔貌の変容を考えるもう一つの「ものがたり」   

第二部 動物怪異譚をめぐって 

第一章 獺怪異譚の盛衰をめぐって  

第一節 中国の獺怪異譚と、その日本への伝播と隆盛 

   第二節 獺怪異譚の衰退と泉鏡花          

第三節 獺怪異譚の衰退から復活とこれから 

第二章 獺怪異譚の周辺 

第一節 『山海経』に見える獺怪をめぐって    第二節 鼬怪異譚考 

第三章 姑獲鳥伝説考 

  第一節 凶鳥伝説の系譜             第二節 産死鬼考 

第三部 唐代伝奇とその周辺 

第一章 「陸顒伝」考          

  第一節 胡人採宝譚と消麺虫をめぐって       第二節 「海」と「蛟室」をめぐって  

  第三節 消麺虫来源再考             第四節  陸顒の名の由来をめぐって  

   補説 「鮫人泣珠」考 

第二章 「無双伝」考  

  第一節 仮死薬の物語の基調をめぐって      第二節 「仮死薬」の来源をめぐって  

第三節 作者の仮死薬に対する知識をめぐって 

補説 「再生の秘儀」考―反魂香の来源をめぐって― 

初出一覧／あとがき／索引（人名・書名・関連事項）／英文目次 

 

 

 

 

 

                                                                          



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

◎律令国家形成期の言説を読み解き、政治・文化の双方向から時代の精神を明らかにする！ 

國學院大學教授 土佐秀里 著 

▼A5 判上製・906 頁・定価 23,100 円 ISBN978-4-7629-3645-6 C3091 2020 年 2 月刊 

                                                                         

本書は、『万葉集』や『懐風藻』『古事記』『日本書紀』などといった日本上代の書物群を、律令国家 

 形成期における言語文化として捉え、それぞれの言説に隠された時代の欲望を読み解いていく長大な論 

 考である。本書の構成は、律令制と律令国家をめぐる一般的な問題から始めて、律令的思考の特色であ 

る文字中心の思考法を古事記の神話や万葉の歌などに看取する。そして額田王が活躍を始める斉明朝か 

ら、白村江の戦い、壬申の乱、藤原京遷都、大宝律令制定、平城京遷都などを経て、大伴家持が作歌活 

動を開始した聖武朝までの言語文化を時系列に沿って追い、それぞれの王朝ごとの特色や、社会的事件 

との関わりを具体的に論述してゆくものである。これまで日本上代文学の研究者として多くの業績を挙 

げてきた著者の長年に及ぶ研鑽を基に、書下ろしの論考六篇を加え、全三十八章から成る本書は、古典 

文学の研究者のみならず、日本史学・法制史学・思想史・日本語学・中国文学など多様な領域の研究者 

にとっても必読の基本図書となるであろう。本書が広く江湖に迎えられ、学問の新局面を切り拓くこと 

を期待したい。 

【内容目次】 

序章 律令国家と言語文化 

  「言語の自立性」と歴史記述の可能性／氏族制と律令制／律令的思考 

第一章 文字の思考 

  文字の倒錯 『古事記』序文／断片と縫合 『古事記』上巻／書物のフェティシズム／漢字と倭歌／歌の記 

載と価値／東歌と仮名表記 

第二章 「感情」の発見 斉明朝・天智朝 

  天皇挽歌の生成／言語呪術の臨界 天智挽歌群／天智朝の詩宴と倭歌 額田王「春秋競憐判歌」／天智朝の 

  祭祀と倭歌 額田王「三輪山歌」／紫草のにほへる妹 「蒲生野遊猟歌」／「近江天皇を思ふ歌」存疑／額 

田王の「位置」／〈恋愛〉の発見  

第三章 「神話」と儀礼の創出／解体 天武朝・持統朝 

  「天」と「国」と「海」 舒明天皇「望国歌」／儀礼言語の形成と持統朝／「戦後文学」としての柿本人 

麻呂／人麻呂登場／神話と儀礼の解体 柿本人麻呂「石中死人歌」／人麻呂挽歌の〈語り〉と視点／「無 

常の雲」と「神仙の雲」 弓削皇子「遊吉野歌」 

第四章 「大宝律令」前後 文武朝・元明朝 

  大神高市麻呂の復権／文武朝の行幸と「上林」／文武天皇の述懐詩と詠物詩／文武天皇「御製歌」存 

疑／大宝元年の長意吉麻呂／遣唐使山上憶良の日本回帰／孤独な女帝の肖像 元明天皇とその御製 

第五章 律令官人の夢想と現実 元正朝・聖武朝 

  不比等から旅人へ／夜の従駕者 山部赤人「吉野讃歌」／天平元年の班田と万葉集／藤原麻呂贈歌三首の 

〈神話〉／饗宴と無常 大伴坂上郎女「宴親族歌」／高橋虫麻呂の女性幻想／東国幻想 「詠勝鹿真間娘子」 

「詠上総末珠名娘子」／家持と童女 

参考年表／初出一覧／追い書き／古典書籍名・資料名・詩歌番号索引 

                                                                          



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

 

◎中国で失われ『雑集』にのみ伝わる貴重資料を注釈・全訳ḘḘ仏教・思想・文学史に新たな光を当てる！ 

東京女子大学名誉教授 安藤信廣 著 

▼A5 判・282 頁・定価 8,250 円 ISBN978-4-7629-6611-8 C3098 2018 年 2 月刊 

                                                                          

【主要目次】 

はじめに――聖武天皇宸翰『雑集』と「周趙王集」伝存の意義 

Ⅰ 聖武天皇宸翰『雑集』「周趙王集」訳注 

凡  例 ＊（ ）内の数字は、合田時江編『聖武天皇『雑集』漢字総索引』に付された『雑集』全体の作品番号 

1（一一一） 道会寺碑文 

2（一一二） 平常貴勝唱礼文 （1）法身凝湛 （2）因果冥符 （3）無常一理 （4）五陰虚仮 

3（一一三） 無常臨殯序    

4（一一四） 宿集序 

5（一一五） 中夜序 

6（一一六） 薬師斎序 

7（一一七） 児生三日満月序 

付録  楽府詩一首 従軍行 

Ⅱ 周趙王の伝記ḘḘ『周書』『北史』趙王招伝 

Ⅲ 聖武天皇宸翰『雑集』「周趙王集」研究 

第一章 北周趙王「道会寺碑文」と中国仏教の再興 

      一 聖武天皇宸翰『雑集』「周趙王集」と趙王宇文招    

二 「道会寺碑文」の問題点       三 道会寺の所在と「皇帝」 

      四 「道会寺碑文」における皇帝の表現  五 「道会寺碑文」の銘 

      六 銘文の問題点            七 「道会寺碑文」の位置―結びにかえて 

第二章 北周趙王の思想 

   一 北周趙王と聖武天皇『雑集』     二 北周の文学動向と趙王 

      三 「平常貴勝唱礼文」の「法身凝湛」文 四 趙王の文章の特徴 

      五 趙王の思索態度       

第三章 庾信から趙王へ――文学的系譜 

      一 問題の所在             二 趙王「道会寺碑文」の調査 

      三 庾信と趙王の語彙の共通性      四 梁簡文帝から北周趙王への影響 

      五 結論 

第四章 隋・唐仏教から日本仏教へ――聖武天皇『雑集』と「大仏建立詔」 

      一 聖武天皇と『雑集』         二 大仏建立発願の詔 

      三 「智識」をめぐる思考        四 盧舎那仏造立の思想 

      五 儒教と仏教             六 『雑集』の位置 

おわりに 

初出一覧／あとがき／語釈・補注一覧          （平成 29 年度日本学術振興会助成図書） 

                                                                          



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

 

◎祭文・願文・碑文など東アジア仏教文化史研究の貴重史料を影印・注解・研究で提供する！ 

東京女子大学古代史研究会 編 
 

▼A5 判・720 頁・定価 19,800 円 ISBN978-4-7629-4208-2 C3021 2010 年 1 月刊 

                                                                          

【序より】本書は、正倉院蔵、聖武天皇宸翰『雑集』一巻のうち、「鏡中釈霊実集」三十編に関する東京女

子大学古代史研究会による共同研究の成果である。具体的には、同集三十編のすべてについて、正確な訓

読と注解、 及び考察をこころみ、『雑集』「鏡中釈霊実集」の解題と四編の研究論文を加え、これに本文影

印と語釈一覧を付したものである。  

【本書の特色】 

○本文影印 正倉院事務所蔵の原版写真で掲載。各作品題名上の枠外に注解篇と同じ各作品番号を付す。  

○注解篇 全三十編・各作品ごとに、翻刻本文・訓読・語釈・通釈・対句・補注を基本構成とし、讃のあ

るものには韻を記し、必要に応じ考説を記した。本文は一句ごとに番号を付して訓読し、内容ごとに区

切って、語釈・通釈を施した。  

 語釈中の用例は「釈霊実集」及び『雑集』、その他の文献・仏典や敦煌文献などからも多数引用した。  

○研究篇 研究会での『雑集』講読の成果をまとめたものである。  

○語釈・補注一覧 注解篇で採り上げた語句、補注の項目、考説の題を、作品番号・句番号で検索可能。 

【内容目次】 

口絵（カラー）／序／凡例  解 題・本文影印 

注解篇（各作品の番号は、合田時江編『聖武天皇『雑集』漢字総索引』の作品番号に拠る） 

81 画弥勒像讃一首并序 82 画錠光像讃一首并序 83 画弥勒像讃一首并序  

84 祇洹寺経台内功徳讃一首并序 85 画地蔵菩薩像讃一首并序 86盧舎那像讃一首并序  

87 画観音菩薩像讃一首并序 88 瑞応像讃并序 89迦毘羅王讃一首并序 90毘沙門天王讃一首 

91 画釈迦像讃一首并序 92 会稽県令独孤公画讃 93 予且画讃 94
祭

文為桓都督祭禹廟文 

95 為睦州別駕崔 祭禹文 96 劉明府八日設悲敬二田文 97大善寺造像文 98 法花寺造浄土院文 

99 為人父母忌斎文 100 為人父忌設斎文 101 為人母遠忌設斎文 102 為人母祥文 103 為人妻祥設斎文 

104 為人妻妊娠願文 105 為人息神童挙及第設斎文 106 為人為息賽恩斎文并為母慶造経成了 

107 大興寺造露盤文 108 為人社斎文 109大善寺造橋文 110 七月十五日願文 

研究篇 

  1『雑集』「鏡中釈霊実集」の意義と注解の成果 鉄野昌弘 

  2 聖武天皇宸翰『雑集』界線外行頭の付点 有富由紀子 

  3 聖武天皇宸翰『雑集』巻末の三言四句―聖武天皇と天台宗第二祖慧思の思想の接点― 有富由紀子 

  4 越州法華寺と古代日本 稲川やよい 

主要引用史料テキスト一覧／あとがき(付・初出一覧)／語釈・補注一覧(付・考説一覧) 

執筆者一覧 有富由紀子・安藤信廣・稲川やよい・勝浦令子・北林春々香・日下部真理・白石ひろ子・ 

舘江順子・鉄野昌弘・西洋子・丸山裕美子・三﨑裕子・吉川敏子（五十音順） 

                                                                          



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

◎天文中心の専門類書『天地瑞祥志』に関わる論文と、翻刻・校訂・訓読・注釈を収録 

ḘḘ術数と『天地瑞祥志』ḘḘ 
 

 

山梨県立大学准教授 名和敏光 編 

▼B5判上製・304頁・定価8,800円 ISBN978-4-7629-6630-9 C3010 2019年3月刊 

                                                                            

【本文より】 

本論集において翻刻・校注をする『天地瑞祥志』は全二十巻で構成されている天文を中心とした専門 

類書であるが、『隋書』経籍志や『旧唐書』経籍志・『新唐書』芸文志などの目録類にも見えず、現在 

中国には残されていない。日本にのみ残されたいわゆる佚存書である。日本では『日本三代実録』貞観 

十八年（八七六）八月六日条を初見とし、以後、江戸時代に至るまで陰陽道関係文献を中心として様々 

な場面で利用されていたことが確認できる。平安時代の将来漢籍目録である『日本国見在書目録』にも「天 

地瑞祥志廿」と見え、平安期には全二十巻が将来されていたことが確認できる。 

現在、現存最古の写本である前田育徳会尊経閣文庫本（江戸時代の貞享三年［一六八六］写）のほか、 

尊経閣本の忠実な書写本である京都大学人文科学研究所本（昭和七年［一九三二］）などが存在してい 

るが、全巻が伝存しているのではなく、「第一」「第七」「第十二」「第十四」「第十六」「第十七」「第 

十八」「第十九」「第廿」と約半数の九巻が残存しているのみである。（中略）本書に関しては中国に 

おいて影印本が刊行されているものの、全文を翻刻し、校注を付したものはまだなく、一般の研究者 

には基礎文献すら入手できない状況であり、依然本書をめぐる研究状況が良いとは決して言うことが 

できない。底本には高柯立選編『稀見唐代天文史料三種』（国家図書館出版社、二〇一一年）に所収の 

影印本を用い、京都大学人文科学研究所本で確認をした。 

【内容目次】 

第一部 論考篇 

先秦星辰考―惑星と彗星のあいだ―…………………………………………………………………武田 時昌 

銀雀山漢墓竹簡『天地八風五行客主五音之居』客主篇と中国兵学における択日占……………椛島 雅弘 

郭璞『易洞林』研究―附録：郭璞『易洞林』佚文一覧……………………………………………佐野 誠子 

天文の星変と政治の起伏―中宗政局における韋湑の死―…………………………………………孫  英剛 

「風水」の背景…………………………………………………………………………………………清水 浩子 

『後法興院記』所収勘文の佚文資料研究……………………………………………………………名和 敏光 

『天地瑞祥志』の編纂者に関する新しい見方 

―日本へ伝来された新羅の天文地理書の一例―………………………………………………権  悳永 

『稀見唐代天文史料三種』前言（二、『天地瑞祥志』）…………………………………………游  自勇 

『天地瑞祥志』に関する若干の重要問題の再検討 …………………………………………趙 益・金 程宇 

第二部 『天地瑞祥志』翻刻・校注篇 

『天地瑞祥志』概説と翻刻について―『天地瑞祥志』翻刻・校注の前書きとして―…………水口 幹記 

第十二 翻刻・校注―「風総載」「風期日」―（水口幹記） 

第十六 翻刻・校注―「金」「水」―（洲脇武志）／第十六 翻刻・校注―「醴泉」「井」―（山崎藍） 

第廿 翻刻・校注（下）―自「十六、雩」至「二十七、祭日遭事」―（名和敏光） 

                                                                          



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

◎東アジア異界世界に誘う貴重資料・仏教説話の宝庫『夷堅志』を現代語訳と丁寧な注釈で提供する！ 

 

 訳注者：齋藤 茂・田渕欣也・福田知可志・安田真穂・山口博子 

▼B5 判上製・平均 330 頁・定価 8,800 円 ISBN978-4-7629-6530-2～6534-0 C3397 市販 400 部 
                                                                         

南宋の洪邁が編纂した志怪小説集『夷堅志』「丙志」上の訳注をお届けする。 

宋代の史学・文学・地理・宗教の各種資料を幅広く用いた注釈により、宋代社会の実像に迫ることが可能と 

なった。宋代はもとより、唐代・元明代の文学、歴史、宗教研究者必備の資料である。 

【内容目次】※洪邁の著作と考えられる「甲志」から「丁志」までを全八巻で公刊。各巻末に索引を付す。 

「丙志上」（巻三～巻一〇の目次は省略）〔B5判・346 頁・8,800 円〕2020 年 9月刊 

巻一：九聖奇鬼／陳舜民／貢院鬼／東橋土地／閻羅王／文氏女／神乞簾／南嶽判官 

巻二：舞陽侯廟／魏秀才／蜀州紅梅仙／劉小五郎／羅赤脚／趙縮手／長道漁翁／守約長老／朱眞人ほか 

論考：『夷堅志』にみる「異人」（安田真穂） 

「乙志上」（巻三～巻一〇の目次は省略）〔B5判・330 頁・8,800 円〕2017 年 7月刊 

巻一：更生佛／臭鬼／莊君平／仙弈／蟹山／佐命功臣／變古獄／俠婦人／食牛夢戒／羊冤／趙子顯夢／ 

    夢讀異書／李三英詩／小郗先生 

巻二：樹中甕／宜興民／蔣敎授／陳氏女／張夢孫／人化犬／張十妻／承天寺／文三官人／莫小孺人／ 

  呉圻夢／趙士侊 

論考：『夷堅志』自序に見える編集者洪邁の態度（福田知可志） 

「乙志下」（巻一三～巻二〇の目次は省略）〔B5 判・330 頁・8,800 円〕2018 年 10 刊 

巻一一：玉華侍郞／永平樓／唐氏蛇／鞏固治生／劉氏葬／米張家／湧金門白鼠／金尼生鬚／陽山龍／ 

遇仙樓／牛道人／白獼猴／天衣山 

巻一二：眞州異僧／章惠仲吿虎／大散關老人／肇慶土偶／韓信首級／江東漕屬舍／王晌惡讖／秦昌時／ 

成都鑷工／武夷道人／龍泉張氏子 

論考：『夷堅志』と『建炎以來繫年要錄』（田渕欣也） 

「甲志上」（巻三～巻十の目次は省略）〔B5 判・336 頁・8,800 円〕2022 年秋、重版予定 

巻一：孫九鼎／柳將軍／寶樓閣呪／三河村人／鐵塔神／觀音偈／劉廂使妻／天台取經／冰龜／阿保機 

射龍／冷山龍／熙州龍／酒駝香龜／僞齊咎證／犬異／石氏女／王天常／黑風大王／韓郡王薦士 

 巻二：張夫人／宗立本小兒／齊宜哥救母／（欠題）／陳苗二守／鼈報／玉津三道士／陸氏負約／張彥 

澤遁甲／謝與權醫／趙表之子報／神吿方／詩謎／武承規／崔祖武 

「甲志下」（巻十三～巻二十の目次は省略）〔B5 判・362 頁・8,800 円〕2015 年 9 月刊 

巻十一：梅先遇人／食蟹報／瓦隴夢／促織怪／陳大錄爲犬／蔡衡食鱠／李邦直夢／趙敦臨夢／張太守 

女／大庾震吏／張端愨亡友／六鯉乞命／五郞鬼／東坡書金剛經／何丞相／潘君龍異 ほか 

巻十二：林積陰德／林氏富證／雷震石保義／食鱔戒／縉雲鬼仙／宣和宮人／京師道流／倉卒有智／汪 

彥章跋啓／六合縣學／高俊入冥／鼠壞經報／誦天尊止怖／僧爲人女／向氏家廟 

論考：『夷堅志』の新しさ―冥界説話をめぐって― （安田真穂） 

                                                                          



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

◎国語学・仏教学・日本史学研究者必携書⃬⃬『小林芳規著作集』第二卷刊行なる！ 

▼A5判・570頁・定価17,600円 ISBN978-4-7629-3661-6 C3381 2022年1月刊 
                                                                           

【主要目次】 

高山寺經藏の鎌倉時代の典籍について 

鎌倉時代の典籍の總觀／鎌倉時代の典籍のヲコト點について／定眞とその流における勸修寺興然等の 

敎學の受容／明惠上人とその同行の典籍／明惠關係者以外の典籍／終りに 

鎌倉時代の高山寺における外典の受容について 

はじめに／高山寺藏の鎌倉時代書寫聖敎目錄とそこに所載の外典について／現存本との關係／古目錄 

所載の外典の內容 

高山寺藏定眞本とその國語資料としての價値 

鎌倉時代語資料としての定眞本／定眞の經歷／定眞本のヲコト點資料／定眞本の片假名交り文文獻／ 

定眞の學問とその言語の特徴 

明惠上人語錄高山寺藏「却癈忘記」鎌倉時代寫本の用語 

――日本語の歷史・中世（昭和四十四年十二月號）の補訂・正誤に寄せて―― 

「却癈忘記」の用語について／補 訂（日本語の歷史・中世） 

國語史料としての高山寺本古往來 

高山寺本古往來について／漢字の用法と振假名との關係／訓讀史から見た高山寺本古往來の文體／國 

語音の諸問題／漢字音の諸問題／中世語法について／語詞について 

石淸水文書田中宗淸願文案に現れた藤原定家の用字用語について  

はじめに／定家假名遣の使用〔「を」と「お」との假名遣〕／撥音の「む」と「ん」との使い分け／ 

音便について／漢文訓讀語の使用／中世語的言語事象 

鎌倉時代語史料としての草稿本敎行信證古點  

日本語史における鎌倉時代語硏究の意義／草稿本敎行信證について／草稿本敎行信證古點の表記／草 

稿本敎行信證古點の語法／訓法について／終りに 

金澤文庫藏本解脫門義聽集記の中世語について  語法について／音韻について 

光言句義釋聽集記補註 

名語記の口頭語について 

はじめに／名語記の文體／引用部分に見られる用語の記述／說明文の中に現れた口頭語 

東國所在の院政鎌倉時代二文獻の用語 

はじめに／中山法華經寺藏三敎指歸注の東國語の檢討／日光輪王寺藏諸事表白の東國語の檢討／三敎 

指歸注と諸事表白との東國語の異同 

國語史硏究資料としての中山法華經寺本三敎指歸注 

中山法華經寺本三敎指歸注について／表記についての諸問題／國語音の諸問題／漢字音の諸問題／中 

世語について／文章の性格／東國語の檢討 

千葉縣市川市在中山法華經寺文書に現れた中世語について 

はじめに／字音についての諸事象／國語音についての事象／文法事象における中世語 

訓點資料に現れた中世語について 

はしがき／『假名遣及假名字體沿革史料』の摘記に見る中世語について／古文孝經の諸訓點資料に現 

れた中世語について／結びにかえて 

猿投神社藏古文孝經建久六年點における地方語的性格 

はじめに／猿投神社藏の鎌倉時代典籍について／猿投神社藏古文孝經建久點における地方語的事象／ 

古文孝經の京都系點本における對應／關聯事象と關聯資料による檢討／結びにかえて  

                                                                          



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

◎資料の発掘と緻密な考証⃬⃬上代から中世の国語学全般（文法・文字・表記・音韻・ 

語彙・文体・言語生活）に関する論考を集成。  ⃬⃬『小林芳規著作集』第一卷 

▼A5判上製・410頁・定価13,200円 ISBN978-4-7629-3660-9 C3381 2021年8月刊 
                                                                           

【凡例 より】（抜粋） 

本冊は鎌倉時代語研究の課題・方法・研究資料について考察した論考四篇を先に配し、鎌倉時代語を中核 

とする中世語について総合的に記述した論考をその後に配した。舊稿の内容をそのまま収載する原則に従 

ったが、誤植や脱字は訂正した。内容を補訂する必要のある時は、各稿の稿末に「補記」等として附記した。 

【内容目次】 

凡例 

鎌倉時代語研究の課題 

一、鎌倉時代語研究の意義                二、「バシ」の使用例と位相 

三、「バシ」の生成時期の再考       四、「鎌倉時代語」の再検討 

鎌倉時代語研究の方法 

一、はじめに              二、漢文訓讀文の資料について 

三、平假名文の資料について       四、片假名文の資料について     五、終りに 

鎌倉時代の口頭語の研究資料について 

一、はしがき 

二、延慶本平家物語の會話文の用語 

〔推量の助動詞「ムズ」／副助詞「バシ」／間投助詞「ナ」／禁止の助詞「ソ」／願望の助動詞 

「タシ」／完了の助動詞「タ」／推量の助動詞「ウ」／打消の助動詞「ナムジ」／代名詞「ドコ」 

／連語「コサンナレ・コサンメレ」／連語「サルニテモ」／連語「ナニシニ」〕 

三、延慶本平家物語における中世語法 

四、口頭語史料としての鎌倉時代語文獻の選定 

和化漢文における口頭語資料の認定 

一、はしがき 

二、將門記二本の比較 

〔字音語の開拗音の表記／字音語の合拗音の表記／字音語の撥音尾二種（唇内撥音ｍと舌内撥音 

ｎ）／和語の撥音／ハ行四段活用動詞の音便／和語における語頭の狭母音音節〕 

三、高山寺本古往来と和泉往来文治二年寫本との比較 

〔字音語の開拗音の表記／字音語の合拗音の表記／字音語の撥音尾二種（唇内撥音ｍと舌内撥音 

ｎ）／和語の撥音／ハ行四段活用動詞の音便／和語における語頭の狭母音音節〕 

四、將門記・古往来各二本間の相違の意味 

五、將門記楊守敬舊藏本に現れた口頭語 

〔所謂、和文語の使用／口頭語「ムズ」の使用／過去の助動詞「タ」／字音語の俗用／和語の語 

頭狭母音〕 

六、和泉往来文治二年寫本に現れた口頭語 

〔和文語／俗語の使用／過去の助動詞「タ」／二段活用の一段化した例／字音語の俗用／和語の 

語頭狭母音〕 

七、和化漢文の口頭語資料 

                                                                          



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

◎最善本の一つ西尾市岩瀬文庫蔵本を影印・翻刻 

ḘḘ『本草和名』の歴史的意義と国語学的意義を明らかにする！ 

愛知県立大学教授 丸山裕美子／中国海洋大学講師  武  倩 編著 

▼A5判上製・614頁・定価14,300円 ISBN978-4-7629-4239-6 C3021 2021年8月刊 

                                                                           

本書は、『本草和名』写本として最善本の一つとみなされる西尾市岩瀬文庫所蔵本（岩瀬本）を影印・ 

翻刻して、日本古典全集本による誤りを正し、あわせて『本草和名』の歴史的意義と国語学的意義を明 

らかにすることを目指したものである。 

【本書の特色(Ⅲ研究・Ⅳ補論・Ⅴ索引)】 

研究：『本草和名』に直接関わる研究をまとめたものである。『本草和名』の歴史的意義と国語学的意義 

を明らかにする論考からなる。 

補論：『本草和名』成立の背景となる、日本古代の医学・医療制度に関する論考をまとめた。新出史料を 

分析し、散逸した日本と唐の医疾令の復原を試みた論考と、年料雑薬徴収制度の成立について考察した 

論考を加えた。 

索引：万葉仮名で表記された和名に平仮名を付した「和名索引」、薬名を現在の漢方の一般的呼称によっ 

て五十音順に並べた「薬名索引」、逸書を含む多くの引用典籍の索引「書名索引」からなる。『本草和名』 

の利便性を高め、万葉仮名の使用例を示すとともに、舶載された典籍の利用の実態や逸文蒐集の便宜を 

図ったものである。 

 【内容目次】 

序章 ――西尾市岩瀬文庫所蔵『本草和名』解題―― 

 第Ⅰ部 影印  凡例 上巻・下巻 

第Ⅱ部 翻刻  凡例 上巻・下巻 

第Ⅲ部 研究 

  第一章 敦煌写本本草書と古代日本の本草書―『本草和名』の歴史的意義― 

  第二章 『本草和名』の諸本 

  第三章 『本草和名』と『倭名類聚抄』 

   第一節 『倭名類聚抄』と『本草和名』の共通出典――『新修本草』以外の漢籍を中心に―― 

   第二節 『倭名類聚抄』における『本草和名』の誤引 

 第Ⅳ部 補論 

  第一章 延喜典薬式「諸国年料雑薬制」の成立と『出雲国風土記』 

  第二章 北宋天聖令による唐日医疾令の復原試案 

  第三章 唐医疾令断簡（大谷三三一七）の発見と日本医疾令 

――劉子凡「大谷文書唐《医疾令》・《喪葬令》残片研究」を受けて―― 

 第Ⅴ部 索引     和名索引／薬名索引／書名索引 あとがき（付・担当、初出一覧）  

                                                                           



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

◎内部徴証から時代背景を探るḘḘ節用集の文化史的研究 

  佐藤貴裕   著 

▼A5 判上製・400 頁・定価 10,450 円 ISBN978-4-7629-3650-0 C3081 2021 年 2 月刊  

                                                                           

本書は、節用集の書名・附録に当時の社会情勢が反映していること(第 2部・第 4部)、匡郭よる「刷 

りの先後」の確度の高い認定方法（第３部）、江戸時代後期の『大成無双節用集』『いろは節用集大成』 

が『和漢音釈書言字考節用集』を原拠としていること及び改変の実態（第 5 部）、などを論じ、早引節 

用集類別の指標（方法）を提示（第 6部）したものである。  

【主要目次】 

第一部 序論 

 第一章 節用集の史的展開〔組織／成立／古本節用集／一七世紀――近世的典型の形成期――／一八世紀世紀― 

―教養書化と検索法開発――／一九世紀――早引節用集と大型本の二極化――／近代――近世節用集 

の終焉〕 

 第二章 節用集史の後景〔古本節用集の志向／近世節用集の典型形成期の前後／教養書化期の狂騒／検索法開発 

期の評価／二極化期における多様化〕 

第二部 古本節用集 

 第一章 新出伊勢本節用集是心本の位置〔書誌的事項／書写者・是心／位置付け大概／組織／語順〕 

 第二章 中核的印度本の特異付録〔印度本の特異な付録／絵画を「読む」営みから／過去帳的付録細見／記念・ 

祈念の産物／「石寺九郎右衛門」〕 

 第三章 五井守香と『和漢通用集』〔節用集編者研究の困難と対処／五井守香／『和漢通用集』／『和漢通用 

集』と守香〕 

第三部 易林本『節用集』平井版 

 第一章 平井版諸本の研究 
〔平井版研究の基本姿勢／改刻と補筆／諸本摺刷の先後／先後関係の利用／欠本・雑糅本〕 

 第二章 平井版匡郭考〔平井版と平井別版の判別／平井版上巻の摺刷序列の突き合わせ／原刻本と平井版の匡郭 

高の逆転／原刻本・平井版の匡郭の特殊性について〕 

第四部 近世前期二本ḘḘ書名と検索法ḘḘ 

 第一章 『珠玉節用万代宝匣』の異相〔「思い」をくむ／『珠玉節用万代宝匣』の書誌・来歴など／神功皇后 

の起用／書名要素と神話世界〕 

 第二章 『新増節用無量蔵』の意匠 
   〔門内部の細分標示／門名標示の行頭集中／柱における部名標示／付録／評価〕 

第五部 『和漢音釈書言字考節用集』  

 第一章 東西方言対立語にみる資料性 
      〔方法と資料／『書言字考』の江戸語形／近世節用集と『書言字考』／江戸語形収載の要因〕 

 第二章 『大成無双節用集』への改編〔原拠の特定／不採／増補／改変／『大成無双』の性格〕 

 第三章 『いろは節用集大成』への改編 
      〔『書言字考』と早引Ｅ類／『書言字考』と『いろは』の異同／語順変更の要因〕 

 第四章 「意」字よりはじまる早引節用集二種 
      〔『早引大』と『数引』の異なり／『早引大』の系統／『数引』の系統〕 

第六部 早引節用集 

第一章 早引節用集の分類のために〔問題と方法／冒頭語による分類の検討／本文の相違による分類〕 

 第二章 早引節用集の系統研究のために 
      〔早引節用集研究の意義／早引節用集小史／分類試案詳説／系統再構の方法〕 

 第三章 Ａ類本文の派生関係〔資料／語順の検討／派生関係〕 

 第四章 Ｂ類本文の派生関係〔資料／語順の検討／派生関係〕 

 第五章 Ｂ類増補本文の派生関係〔資料／語順の検討／派生関係〕 参考文献／あとがき／主要事項索引 

                                                                          



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

◎高山寺典籍文書綜合調査団五十周年記念出版！ 

高山寺典籍文書綜合調査団 編 
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【緒言より】（抜粋） 

栂尾高山寺経蔵は、古来貴書善本の宝庫として名高く、鎌倉初期中興開祖明恵上人高弁の蒐集以来、 

真摯な学究の依り所として護持補強され今日に伝えられたものである。而も草創期に既に蔵書目録が作 

成され、以後も代々補われ其れ等にはインスペクションの跡も留められて、凡そ一万二千点に上る典籍 

の伝承が大略把握し得るという世界的に見ても稀有な存在である。 

本調査団は、二〇一八年度に結成五十周年を迎えるに当たり、日頃の調査研究の成果を纏め学術書と 

して公刊する構想が持ち上り、幸いにして毎年度末に本調査団研究報告論集の制作を依頼している汲古 

書院から刊行して戴ける運びとなり、又北海道大学大学院文学研究院の刊行助成も得られるに至った。 

本書に所収したのは、第一部論考篇九篇、第二部資料篇六篇である。論考篇所収の各篇は、高山寺経蔵 

本の特徴の解明に努めたものであり、資料篇所収の各篇は、経蔵本の中から学術的価値の高い資料の提 

供に努めたものである。 

【内容目次】 

序 文──調査団五十周年記念出版に寄せて── ………………………… 高山寺山主  田村惠心 

緒 言 …………………………………………………… 高山寺典籍文書綜合調査団代表 石塚晴通 

第一部 論 考 篇 

コディコロジーより見たる高山寺本 ………………………………………………………… 石塚晴通 

高山寺蔵空海撰述書の古写本・古刊本について …………………………………………… 月本雅幸 

玄法寺儀軌における敬語待遇表現の諸相──院政期の東大寺点加点資料二種── …… 松本光隆 

『雑筆集』所収の教化の文体 ………………………………………………………………… 山本真吾 

高山寺の古辞書音義 …………………………………………………………………………… 池田証寿 

江戸時代における高山寺の諸相──僧侶の事績を中心に── …………………………… 徳永良次 

中世初期旧仏教寺院における文字生活──明恵上人とその周辺を例として―― ……… 矢田 勉 

高山寺蔵『打聞集』について──仮名表記自立語の検討を中心に── ………………… 磯貝淳一 

『脩華嚴奧旨妄盡還源觀』の刊行──印刷方法と訓読方針の関係について── ……… 白井 純 

第二部 資 料 篇 

高山寺蔵論語集解（清原本・中原本）解題・影印  ………………………… 石塚晴通・小助川貞次 

高山寺蔵『法華経義疏第一』解題・影印  ………………………………………………… 古田恵美子 

高山寺蔵「観智記」鎌倉時代中期写本 解題並びに翻字本文  ……………… 土井光祐・金水 敏 

高山寺本『受法用心集』解題・翻刻  ……………………………………………………… 末木文美士 

金剛般若経依天親菩薩論賛略釈秦本義記 解題・影印  …………………………………… 池田証寿 

小川義章師覚書類の概要と翻刻──歴代住職関連記事を中心に──  ……… 大槻 信・山中延之 

あとがき …………………………………………………………………………………………… 池田証寿 

高山寺典籍文書綜合調査団名簿 

                                                                          



 

                                                                                                                                                                                                                                                                       

◎重要文化財４点をはじめ、初公開の紙背文書を含む計 14 点を一冊に収録 

【大東急記念文庫善本叢刊 中古・中世篇 第 14 巻】 
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唐大和上東征伝
とうだいわじようとうせいでん

  重要文化財  院政期写  一帖               解題：月本雅幸 
奈良時代の文人として著名な淡海三船（722~785）の撰。唐から本邦に苦難の末に渡り、戒律を伝えた僧鑑真

（688~763）の伝記を漢文体で記したもの。日本に渡る鑑真とそれを迎える弟子達の苦難を活写することで有名。宝

亀十年（779）に成立。大東急本は、書写奥書はないが 12 世紀後半の書写になると見られ、本書の最古写本の一つ。

高山寺旧蔵。 

続本朝往生伝
ぞくほんちようおうじようでん

  重要文化財  鎌倉初期写  一帖              解題：月本雅幸 
大江匡房（1041~1111）撰。42 名の往生者の伝をまとめ、往生者の生涯と往生の諸相を世に示したもの。康和年間

（1099~1104）の成立。紙背のほぼ全体に亘り文書があるが（影印収録）、その中に建久六年（1195）六月十四日

付の文書があり、本書の書写の時期はこれからさほど下らない、鎌倉初期と見られる。『続本朝往生伝』は比較的古

写本が残されており、その中でも大東急本は、本文の系統は異なりながら、宮内庁書陵部蔵本（鎌倉初期写）と並ん

で最古のものである。 

陽勝仙人伝
ようしようせんにんでん

  院政期写  一巻                         解題：月本雅幸 
撰者未詳。延喜（901~923）頃の天台僧陽勝の伝記。その伝は『今昔物語集』『本朝法華験記』にあるが、本書は陽

勝の単行の伝記である。高山寺旧蔵。『陽勝仙人伝』は伝本に乏しく、旧彰考館本（戦災焼失）もこの高山寺本（大

東急本）の転写本である可能性が高いことから、本写本は現存最古の伝本と見られ、貴重である。 

本朝神仙伝
ほんちようしんせんでん

  南北朝期写  一帖                        解題：奥田 勲 
大江匡房（1041~1111）の編になるもので、本朝すなわち日本において奇瑞を現し、神仙として永遠の生命を得た

とされる 37 人の事跡と伝記を集録したもの。目録に「一倭武命」より「三十七沙門日蔵」まで掲げるも、「廿六美

濃国河辺人」の次を「廿八出羽国石窟仙」と番号を誤る。「三十七愛宕護僧」の途中まで。数丁分欠。 

覚法法親王逆修供養願文
かくほうほつしんのうぎやくしゆくようがんもん

  康治二年（1143）写  一巻            解題：山本真吾 
仁和寺御室覚法法親王（1091~1153）が 53 歳の老齢となり、自ら死後の三七日の仏事を営むに際して製作した願文。

文体上の特徴は冒頭・末尾の形式に端的に現れ、冒頭は平安後期、末尾は平安初期貞観以降のそれを踏襲する。文

体基調は漢文体の駢儷文で、対句の連続による美文。真言宗仁和寺関係の仏教儀礼文の文体史を考察する上で有益

な資料となる。 

騎獅文殊菩薩像胎内納入文書
きしもんじゆぼさつぞうたいないのうにゆうもんじよ

  重要文化財 文永十年（1273）・弘安八年（1285）写 
三巻（のうち、本巻には㈠「造像願文」および㈢「夢想記・心経・真言・名号等」の二巻を収録）     解題：山本真吾 

仏師康円の手に成る木造騎獅文殊菩薩像五軀の中尊像内より発見された納入文書。興福寺旧蔵。㈠は興福寺僧経玄、

㈢は大安寺僧玄空他著。当時の文殊信仰や造像の実態を窺う重要資料であるとともに、文字・表記に注目すると、

漢字専用文に限らず平仮名・片仮名も交え用いられており、当時の儀礼文における表記体の多様性を知るうえでも

貴重である。 
                                                                           



                                                                           

円観僧正灌頂文
えんかんそうじようかんじようもん

  文保二年（1318）写  一巻                解題：山本真吾 
内容は台密の印可状すなわち印信の原本で、文保二年に恵鎮＝円観が養俊に伝法灌頂を授けた際のもの。円観は後

伏見・花園・後醍醐・光厳・光明天皇に戒を授け「五国大師」の異名をもつ南北朝期を代表する僧。印信の様式史の

みならず仏教史学にも有用な資料となる。 

高野山勧発信心集
こうやさんかんほつしんじんしゆう

  永正十三年（1516）写  一冊               解題：月本雅幸 
信堅（1259~1322）撰。冒頭に目録があり、十五項目に分けて、高野山の起源、結構、興隆等について「御手印縁

起」「性霊集」等の諸書を引用しながら述べた、高野山の概略の解説。鎌倉時代に高野山がどのように認識されてい

たかを要領よくまとめたもの。信堅は高野山大楽院の学僧。 

秘蔵宝鑰抄
ひぞうほうやくしよう

  院政期写  一巻                          解題：月本雅幸 
『秘蔵宝鑰』は三巻、弘法大師空海（774~835）の撰。人の心のあり方を 10 段階として示した『秘密漫荼羅十住心

論』の抄略本が『秘蔵宝鑰』で、この『秘蔵宝鑰抄』はこれに対する注釈である。三巻。紀伝道の学者で文章博士も

務めた藤原敦光（1063~1144）の撰になる。大東急本は巻子本一巻、前後を欠き、巻上の中間部である。書写とほぼ

同時期の朱点と墨点（二種）があり、前者でヲコト点に古紀伝点が使用されていることは、本書の訓点が漢籍訓読

の世界と深く関係していることを示し、注目される。漢字本文の『論語』や律』にも加点がなされており、訓点資料

としても当時のそれらの訓読を知ることができる点において、貴重である。 

光明真言土沙勧信記
こうみようしんごんどしやかんじんき

 並
ならびに

別記
べ つ き

 重要文化財 安貞二年（1228）写 二巻     解題：奥田 勲 
明恵房高弁（1173~1232）の著作。自筆。本書は明恵の信奉し実践していた、光明真言によって加持された土砂の効

能を人々に勧めるために著されたもの。その自筆稿本の上巻と別記が本文庫に蔵される（本影印）。明恵の根本伝

記『高山寺明恵上人行状』により著述の経緯及び日時が明らかになるが、本編は上下二巻あったことになり、現存

本は下巻を欠くことになる。高山寺旧蔵。別記の紙背文書「嘉禄三年具注暦」も併せて収録。 

十無盡院毎月講私記
じゆうむじんいんまいげつこうしき

  弘長元年（1261）写  一巻               解題：奥田 勲 
著者未詳。明耀写。高山寺の子院のひとつ十無尽院において定例として毎月行われた法会の次第。十無尽院は明恵

が、建永元年（1206）後鳥羽院から神護寺内の栂尾別所を賜った時、そこを十無尽院と名づけたことに始まる。こ

のころ明恵は華厳宗に深くかかわり、以後十無尽院が華厳宗修学の拠点になった。そのような伝統を有する十無尽

院において華厳経の講釈が毎月行われるようになり、そのために制定された講式であろう。 

反音作法
はんおんさほう

  平安末期写  一帖                          解題：肥爪周二 

著者の明覚（1056~?）は天台宗の僧で、『悉曇大底（抵）』『梵字形音義』『悉曇要訣』など、悉曇学関係の著作

で知られる。『反音作法』は寛治七年（1093）成立、五十音図を利用して、仮名のレベルで漢字音（実質的には漢

音に限定される）の反切を行う方法を詳細に解説したもの。伝本としては、成立の二年後の嘉保二年（1095）に明

覚自筆本から写したとされる神尾本（関東大震災で焼失したが写真が残る）が尊重され、これに次ぐ平安末期の写

本として、大東急本と東寺観智院金剛蔵本が知られる。三者の間には若干の相違がある。 

秘宗隠語集
ひしゆういんごしゆう

  鎌倉初期写  一帖                         解題：月本雅幸 
栄西（1141~1215）撰。密教の教義について問答体で解説したもの。その内容や説明の表現から栄西の撰述を疑う

見方もあったが、近年名古屋大須の真福寺から原型本（未再治本）が発見・公開されたことにより、本書が栄西の撰

になることが確定的とされるに至った。つまり治承五年（1181）に撰述された未再治本を二度目の渡宋の間、紹熙

元年（1190）に改訂（再治）したものがこの大東急本（再治本）であるということになる。本文中には朱や墨で多

くの校異が記され、本書が転写本であることは明らかだが、書写並びに墨点の記入は 1200 年前後であり、再治から

さほど隔たらないものと見られる。 

伊呂葉字平它
い ろ は じ ひ よ う た

  明応十年（1501）写  一冊                   解題：肥爪周二 
漢詩を作るときなどに、漢字の平仄（平它）を簡便に検索するための辞書。室町初期成立と推定される。先行の『平

他字類抄』を更に簡便な形に抄出・改編したもの。厳密な意味で異本と呼べるものは存在しないが、同趣の編纂物

として『色葉集』（無窮会蔵、天正十六年写）、『色葉字平它』（龍門文庫蔵、室町末期写）、『伊露葩字』（祐徳

稲荷神社中川文庫蔵、室町末期写）、『色葉文字』（所在不明、室町末期頃写）等が知られる。 

                                                                           


